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7. BSh 8. BSh
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23. Rh 24. BSh
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35. BSh
42. BSh
46. HSh 47. HSh 48. HSh 50. HSh
51. HSh
49. HSh
43. Tf 45. Ch38. BSh 39. BSh 40. BSh 41. BSh
44. BSh
33. BSh
36. BSh34. BSh 37. BSh
28. HSh 29. Cc


























































































86. Sh 87. SSh
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75. SSh 76. SSh 77. SSh 78. Ob 79. Ob 80. Ob
67. Sh 68. Ch 69. Sh
70. Ob 72. Ob
71. Sh 73. Sh
62. Sh 64. Sh63. Sh 65. Sh
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101. Ob 102. HSh 103. HSh 104. HSh 105. HSh 106.HSh
111.Sh
























































139.BSh 140.BSh 141.SSh 142.BSh 143.BSh
144.BSh
145.BSh






























































































































































































































































































































































1. 向田 A SCⅢ層、2-3. 中山新田Ⅸ下層、4. 草刈六之台Ⅸ中層、5. 西国分寺駅前広場地区Ⅸ中層、6. 中見代第Ⅱ SCⅢb1 層、7. 中見代第Ⅰ SCⅢb1 層、8. 中見代第
Ⅰ BBⅢ層、9. 富士石 BBⅢ層、10. 土手上 BBⅢ層、11. 清水柳北中尾根 BBⅢ層、12-13. サガヤマ第１Ⅸ上層、14. 嘉留多Ⅶ下層、15. 騎兵山Ⅸ上層、16-17. 原山Ⅸ上
層、18-19. 鷺山入Ⅸ層、120. 分郷八崎暗色帯、21-22. 磯山暗色帯、23. 西洞 b BBⅡ層、24-25. 初音ヶ原 A第２BBⅡ層、26. 西国分寺駅前広場地区Ⅶ層、27. 打越 KA 



































































































































































































































1 2 3 4 5
Ⅹ層上部Ⅸ層下部段階
1ｰ3. 藤久保東Ⅹ層、4. 東早淵Ⅸ下、5. 多門寺前Ⅹ層
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渡邊 玲　長狭優美な大型石刃の出現過程に関する予察 
態の型式学的連続は、変動する地域生態に適応す
る各種システムの機能的な表現形として理解され
るべきであり、必ずしも広域かつ長期に渡る段階
を規定する要素足り得ない。また、細別編年の変
化の方向性は、段階間変化のそれと一致するとは
限らない。システム論的理解に立てば、段階間の
通時的変化は単線方向に進行し、細別編年の変化
はその部分を構成するという思考法は棄却しなけ
ればならない。むしろ細別編年の変化は、浮動的
変異から収斂・特殊化への移相を基本とするのに
対し、段階間の変化は、生態的・社会的環境の大
きな変動に伴うシステム系の交替として理解され
るべきである（同: 56-57）。
（３） 参考資料写真７は、後田遺跡の河川転石を素材と
する周縁型石刃接合資料である。剥離物は総じて
折断しており、目的剥片は不明瞭である。しか
し、その剥離技術が注目される。当該資料は、分
割打面作出後、すぐに石刃生産を開始する。その
際、石刃剥離に先行して打面直下に小石刃ないし
ヒンジ状剥離を施し、その背後に設定した打点を
後退させながら石刃剥離を進行していく様子がう
かがえる。
 　こうした剥離技術は、前半期初頭の尖刃石刃
（第12図）にも認められる。これについて、田村
は八風山Ⅱ遺跡の小口面型接合資料を例に、小石
刃と大型石刃を反復剥離を目的とする剥離手法と
して説明し、ルヴァロワ石刃の変異体との理解を
提示している（田村2015: 36）。
 　一方、同様の剥離技術は、秋田県七曲台遺跡群
の前半期石刃石器群にも認められる（中段）。同
様に分割打面から石刃剥離を開始し、打面直下に
小石刃状剥離（a-c）ないしヒンジ状剥離（d）を施
す。これについて、先行剥離による作業面突出部
を取り込むことで、厚手かつ尖刃形態の目的石刃
の剥離を達成している剥離技術と評価し得る（佐
藤祐輔氏の教示による）。
 　尖刃形態を目的とする石刃剥離は、先行する関
東平野のⅨ層段階では、作業面稜直上に打点を設
定する例が多い。しかしながら、稜上打撃による
石刃は打点側基部が薄手にならざるを得ない。一
方、厚手素材を基本とする前半期後葉大型石刃石
器群では、稜間に打点を設定することにより厚み
のある石刃を確保を達成している。ただし、稜間
打撃による石刃は、二側縁が平行し非尖刃形態と
なるため、主に側縁加工形態に素材を提供すると
考えられる。ここで、基部加工形態の大型尖頭形
参考資料
石器の背面に残る、小石刃状ないしヒンジ状剥離
に注目したい（下段）。大門遺跡（第２図33）の
ように、顕著な頭部調整で同様の作業面突出部を
作出する例もある。これについて、当該接合資料
と併せて、厚手かつ尖刃形態の石刃剥離を目的と
する剥離技術という評価を与えたい。
7.BSh 打面作出後
a
11
6538
46
b c d
1. ◀は推定打点方向
中段：a. 松木台Ⅲ、b-d. 風無台Ⅰ
上段・下段：本論図版内番号に対応
7.BSh 
1.BSh 
3.BSh 
2.BSh 
側縁加工
8.BSh 
5cm0
S=1/3
筆者撮影
筆者撮影
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 　この剥離技術は、打面直下にヒンジを起こす恐
れがあるため、当該接合資料のように生産効率は
低く、素材獲得機会は限定される。また、後田遺
跡の剥離軸が傾く例（１）などは、基部加工形態
の素材はかならずしも石刃に限らないことを示
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色頁岩（写真１・３・７）が、ほかの大多数を占
める側縁加工形態および石刃接合資料（写真２・
８）のそれと異なる石質である点は、両者の構造
差を示唆するものである。
引用文献
阿部　敬　2018「愛鷹箱根編年の第２期の遺物と遺構」『日
本考古学協会2018年度大会 研究発表要旨』55-59頁
安斎正人　1993「考古学の革新 : 社会生態学派宣言」『考古
学雑誌』78(4)、78-98頁
池谷信之　2017「旧石器時代の神津島産黒曜石と現生人類
の海上渡航」『理論考古学の実践Ⅱ　実践篇』、
27-54頁、同成社
池谷信之　2018「愛鷹山麓の石材環境と石材選択の変
遷」『日本考古学協会2018年度大会 研究発表
要旨』61-70頁
大塚宜明　2017『日本列島におけるナイフ形石器文化の生成
―現生人類の移住と定着』北海道大学出版会
角張淳一・藤波啓容　1993「Ⅶ層段階のナイフ形石器研究　
武蔵野・下総台地の比較をとおして」『東京考
古』11、1-18頁
工藤雄一郎　2012『旧石器・縄文時代の環境文化史』新泉社
国武貞克　2004a「石刃生産技術の適応論的考察　房総半島
IX層の石刃生産技術の変遷」『考古学』Ⅱ、76-92
頁
国武貞克　2004b『石材分析による旧石器時代の居住行動研
究』東京大学（学位論文）
国武貞克　2005「後期旧石器時代前半期の居住行動の変遷と
技術構造の変容」『物質文化』78、1-25頁
小菅将夫　1991「ナイフ形石器の変遷」『石器文化研究』
３、75-84頁
佐藤宏之　1988「台形様石器研究序論」『考古学雑誌』
73(3)、1-37頁
佐藤宏之　1991「東北日本の台形様石器」『研究論集』10、
1-48頁、東京都埋蔵文化財センター
佐藤宏之　1992『日本旧石器文化の構造と進化』柏書房
須藤隆司　1986「群馬県薮塚遺跡の石器文化　ナイフ形石器
の型式学的考察」『明治大学考古学博物館館報』
２、27-50頁
